
まちづくり
市民会議
Season5
（第5期）

かわら版 発行：2019年12月

岩手県立大学
盛岡短期大学部
内田研究室

昨年完成した施設「イーストピアみやこ」のあり方や、旧市庁舎跡地の活用方法、そしてこれらを
核とする中心市街地に賑わいを産み出すためのアイディアを話し合うため、2014年11月に「まちづ
くり市民会議」という、市民の集まりが組織されました。その後も、2018年までの間に、season2、
3、4と活動を重ねてきました。

第7号

11月16日 season5 ふり返りワークショップを開催

11月16日（土）13:30より、イーストピ
アみやこで、season5（第5期）最終回の
市民ワークショップが開催され、24名の
皆さんに参加していただきました。当日
の様子は、まちづくり市民会議facebook
ページに掲載されています。

今年5月からは、引き続き「まちづくり市民会議season5」（第5期）の活動を開始しました。10月
までの間に、アイディアの実現に向けたワークショップ形式での話し合いを計5回実施し、10月27日
（日）に、末広町商店街エリアを舞台として、これまでのワークショップで育んだアイディアを実践
する場「みやこ・わくわくストリート2019」を開催しました。当日は、前日までの大雨もおさまり、
多くの市民の皆さんにご来場いただきました。

今回は「みやこ・わくわくストリート
2019」の振り返り。プロジェクトごとに、
良かった点や課題などについてまとめ、
発表しました。発表内容の一部を以下紹
介します。

チームA

【昭和のみやこまちクイズ】末広町商店街100周年に向けて
良い企画ができた。スペースが少し狭かった。
【ハーバリウムワークショップ】入口側に設けたので、外
からも賑わっている様子がわかった。大人向けだったが、
子どもたちにも参加してもらえた。混雑時の対応について
もう少し考えておく必要があった。
親子連れには多く来ていただいたが、もう一方のター

ゲットと想定していた年配の方の来場が少なかった。

チームB

社会実験によって新たに生み出された歩行者スペースの活用

末広じぇねれぃしょんパーク（りあす亭）

【良かった点】休憩スペース、ボードゲームコーナーとも、
多くの人に利用してもらうことができた。統一されたデザ
インのフラッグとポスターの設置によって「賑わってる
感」を演出することができた。
【反省点】設置したテーブル等より車道側を通る歩行者が
いて、すこし怖く感じた。歩行ゾーンの明示が必要。
【今後の展望】今回の社会実験（市道末広町線整備関連）
の結果を活かして、人も車も安心して通れる通りにしたい。



今後の予定
まちづくり市民会議season5の活動は、今回

のワークショップでひと区切りとなります。今
シーズンご参加くださいました皆さんに感謝申
し上げます。
近日中に、season5の活動に参加していただ

いた皆さんへ、アンケートの調査票をお送りさ
せていただく予定ですので、ご協力をお願いし
ます。調査の結果については、後日とりまとめ
て、この「かわら版」などで、皆様にお知らせ
したいと考えています。

チームC

「まちづくり市民会議」が始まったきっかけ
は、拠点施設（イーストピアみやこ）の整備と
市庁舎跡地整備でした。これらをつなぐ中心市
街地の賑わいづくりを目指した「わくわくスト
リート」は、2016～17年は中心市街地の広範
囲で、昨年はイーストピアも活用して実施して
きました。今シーズンは、末広町通りの整備に
関する社会実験の機会に合わせて、末広町ゾー
ンを中心に実施しました。
来年度は、そろそろ市庁舎跡地整備が見えて

くる段階なので、改めてそのことを意識して取
り組んでみてはどうかと思います。「歩いて楽
しいまち」をどうつくり育てるか、皆さんと一
緒に考え、取り組んでみたいと考えています。

チームR

内田先生からのコメント

問合せ先：宮古市復興推進課
tel.0193-68-9096

参加した皆さんからのアンケートのご回答や、
ご協力いただいだ商店街の方からの意見などを
活かしながら、今後の活動について検討し、市
民会議のfacebookページ等でお知らせします。
ぜひ、今後の活動にもご参加くださいますよう、
お願いいたします。

https://www.facebook.com/miyakowakuwaku/

【良かった点】想像していたよりも多くの子どもたちに来
場してもらい、楽しんでもらうことができた。運営側も楽
しむことができた。
【反省点】運営側の人数が少なく、オペレーションが大変
だった。順番を守らない子どもへの注意など、子どもたち
への接し方が難しかった。
【今後の展望】子どもが遊べるアクティビティを増やす。
宮古の外からも来てもらえるようになるといい。

【良かった点】事前にポスター、チラシを作成し、集客に
つなげることができた。ワードラリーは子どもたちに大人
気で、中央通ともつなげることができた。
【反省点】お菓子引き換え所に多くの人が来て、準備した
お菓子が不足。小成園の敷地から人がはみ出てしまった。
もう少し早く人をさばける工夫が必要だった。
【今後の展望】商店街の事務局にも情報を周知して、商店
街と一体となって実施していくようになるといい。

ハロウィン！アクティ部キッズプレイパーク（スポーツオールス向かい）

わくわくハロウィンワードラリー、事前のPRなど

また、今回の「わくわくストリート」の取り
組みで得られた成果や課題は、貴重なものだと
思います。これらについては、末広町通りの整
備計画策定の会議などで伝えていく予定です。

今シーズンも、情報
共有の難しさ、共通認
識を持つことの大切さ、
商店街との連携など、
不足していた部分があ
りました。今後は、こ
れらの部分について改
善しながら進めていき
たいと思います。

https://www.facebook.com/miyakowakuwaku/

